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令和６年度「施設利用補助」の実施方法について（通知） 
 
 平素より、当互助会の運営等にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 さて、令和６年度「施設利用補助」の実施方法について、互助会指定宿泊施設に宿泊した
場合に加え、前年度に引き続き「指定宿泊施設以外の施設に宿泊した場合」も補助するよう
対象施設を拡大のうえ実施することとします。 

 詳細は下記のとおりですので、貴所属の会員へ周知くださるようお願いいたします。 
 
                                     記 
 
１ 実施方法 

  会員又は被扶養者が、互助会指定宿泊施設以外の施設に宿泊した場合、「令和６年度施設利 

用補助金請求書」に領収書を添付のうえ、互助会に請求する。 

 

２ 補助額 

  一人１泊につき、１，０００円を補助する。 

  会員一人につき、年度内３，０００円を限度とする。ただし、互助会指定宿泊施設に宿泊し 

た場合を除く。 

 

３ 補助対象期間 

  令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの宿泊分 

 

４ 注意事項 

（１）請求書提出の際は、下記①～⑥をすべて満たしている領収書（原本）を添付してください。 

   １つでも欠けている項目がある場合は、その内容が分かる書類を添付してください。添付 

できる書類がない場合は、請求者が領収書の余白に記入してください。 

➀宿泊者氏名（フルネーム）、➁宿泊年月日及び泊数、➂宿泊施設名、➃宿泊人数、 

   ➄宿泊料金、➅宿泊した旨が分かる記載（宿泊代として、一泊二食プランなど） 
  ※請求書を提出する前に、別添Ｑ＆Ａをご確認ください。 

不備の場合、返送することがあります。 

（２）請求書様式は、別添「令和６年度施設利用補助金請求書」を使用してください。 

（互助会指定宿泊施設に宿泊した場合も使用可。） 

（３）令和３～５年度に宿泊し、未請求分がある場合は、年度内限度額（３，０００円）に 

達していない場合に限り請求できますが、宿泊日から３年以内に限ります。 

様式は、「令和６年度施設利用補助金請求書」の年度を訂正し使用してください。 

（４）請求書の様式は、互助会ホームページからダウンロードできます。 
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